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現在、市内の阿武隈山系の東西の尾根に高さ約150 メートルの大型風力発電機

が167 機（最大）設置される計画が進んでいることをご存知ですか。

（仮称）阿武隈南部風力発電事業で県に提出した市長意見では①景観への配慮

②土砂流出と水質汚濁対策③低周波音による健康被害の影響④動植物への影響⑤

放射能汚染対策等を指摘して:います。また、水の保全力の低下で夏井川をはじめ

とする下流域の洪水が心配されるところです。

経済産業省は、同事業に対し、「対象事業実施区域の近隣には既存及び計画さ

れている他事業があるので、環境負荷の複合的な影響について、可能な限り情報

収集に努め、必要に応じて、その結果を準備書に記載すること」と勧告しています。

また、（仮称）遠野風力発電事業での福島県知事意見では「周辺への重大な環境

影響を回避できない場合は、事業計画の中止を含めた抜本的な見直しを検討可る

こと」と指摘していま可。風力発電事業の見直しが必要ではないでしょうか。

そこで「市長意見を市民に知らせるべきでは」と質問した結果、市のホームペー

ジに市内全ての風力発電事業等の環境影響評価に対する市長意見が掲載されまし

た。多くの市民が関心を持って欲しいと思いま堰。
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●1952 年北茨城市磯原町木皿の狩野菓子店（現：狩野食堂）に生まれる

●磯原高校・立正大学文学部・福島大学経済学部・福島大学行政社会学部卒業

福島大学大学院経済学研究科修士課程修了

●国鉄労働組合水戸地本福島支部から全建総連福島に勤務後いわき市議
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耐震化改修の補正予算に反対
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皆さ んご 存 知 のよ う に、

本庁舎等耐震改修化工事は

一昨年 ７月から 契約金約57

億６千万円で着工されていま

ｌ 。しかし、11月定例会で「掘

削個所に想定以上の水分を含

む軟弱土が判明した」等の理

由で、約１ｲ意５千万円の補正

予算が提案されました。

私は①これまで３回の地質

調査結果で軟弱地盤が判明し

て:いる。②追加工事は、市が

負担するのか、請負事業者が

負担するか、その責任の所在

が不明確である。③「いわき

市元請・下請関係適正化指導

要綱」の市の指導が不十分で

あるとの理由で、反対討論を

行いましたが、残念ながら採

決されてしまいました。今後

も議会でのチェック機能を果

たすよう努力していきま可。
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市立小・中学校にエアコン整備

私は、議員になってから毎
年、エアコン整備を質問し続
けてきました。

11月定例会において、全こ
の市立小・中学校普通教室・
職員室等にエアコン整備の設

計額として約３ｲ意４千万円の

補正予算が採決されました。
国の補助が決定次第、関連工
事費についても予算措置を行
い、早期の整備に努めること

となりました。

児童・生徒の学習環境が向

上堰ることに、 大変嬉しく
思っています。
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地域経済の活性化を

地域内でお金が循環する“ふるさと愛”にあふれる経済

活動で、安心して暮らせるまちづくりに向け質問。

中小・小規模企業の受注機会の確保は。

中小企業等の受注機会の確保と共に小規模修繕希望者登
録制度の活用で、より一層の受注拡大を図る考えで弓。

６次産業化の推進を。

農業振興の重点戦略としで生産者への支援に努めていま
ｊ。

圓 本社機能移転は４社の実績があるが、さらなる促進の取
り 組みは。

圏 市独自の優遇制度である「本社機能移転等事業者奨励金
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制度」の創設と、ネットワーク機能を活用し、本社機能

移転等の促進を図ります。

新たな産業の育成の取り組みは。

産業集積をはかることが有効であり、再生可能エネルギー

やいわきバッテリーバレー構想の実現を重点的に取り組

んでいます。今後は、地域経済の波及効果を高める取り

組みを進める考えです。

市内の外国人雇用状況の実態は。

242 事業所で1,057 人を雇用しています。ベト ナムガ264

人で、次いで中国・ネパールの順となっています。産業

別では製造業が57 箇所で次いで、建設業、宿泊･飲食サー

ビス業となって:いまｌ 。技能労働者428 人。 30人未満事

業所で就労しているのは370 人で最も多く全体の58 ％を

しめています。

ふるさと納税返礼品に福祉授産所製品等を。

福祉授産所製品については、いわきワイナリー製品を取

り扱っていま可。
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平窪公民館まつり

(11 月４日)

絵手紙・水彩画など多彩

な展示品や餅つき等で、多

くの住民と共に楽しいひと

ときを過ごしました。
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風力発電現地調査

(11 月14 日)

風力発電が設置予定の猫

啼山・雨降山等の現地調査

を山岳会メンバーと実施。

環境破壊が心配されます。
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圓　 国土交通省は保証人が確保できない場合でも、公営住宅

の入居に支障のない対応等の通知を出しています。青森市

や高知市等で、市長が認める場合には連帯保証人の免除

等を実施しています。いわき市も市営住宅入居時に保証人

免除等の検討を。

圏 他中核市の動向を見極め、方向性を見出す考えです。

●利用者と歩むアリオスに向けて
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化学物質過敏症110 番

(12 月２日)

化学物質過敏症になって

いる人が増えています。

電話・メールによる相談会

を実施しました。

回 意見交換会の定期開催をo

回 事業 報告会の定

圓999 円の利用料金や予約が取りにくい等の要望を踏まえた

条例等の改正を。

その必要性について、引き続き検討する考えです。

今後の自主運営等については、外部委託ではなく、直営を

堅持すべきでは。

圏 市外から高い評価をいただいて:おります、アリオスの自

主事業等について、引き続き高い水準で実施できる運営

体制を考え‘こいます。

●教職員の多忙化解消を
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具体的な業務削減の取り組みは。

一層の推進に向け､校長会等を通じて指導する考えです。

校長会や小中教研等の対外的行事等の見直しの検討を。

教職員の多忙化解消検討委員会におい‘こ、更なる改善

に向けて協議を進める考えです。

いわき七峰縦走

(12 月２日)

石城山岳会主催の縦走に

約450 人が参加。山の観光

の一大イベントとなってい

まｊ。

世界水族館会議

(11 月11 日)

｢いわき明き砂を守る会｣

のスタッフとして、来場者

に明き砂体験と砂の竜宮城

を鑑賞してもらいました。

一昨年の10 月26 日、東京電力福島第一原発構内で車両整備士が、致死性不整脈で死亡

しました。悲嘆にくれていた遺族から相談があり、調査をしたら１か月の残業が122 時間

を超え、過労死と確信を持ち、遺族とともにいわき労働基準監督署に労災申請を行い、昨年の10 月16 日に過労死

として労災認定がなされました。このような過労死を二度と起こしてはならないとの思いを強くしました。

私は11月定例会で「原発労働者の安全管理の徹底を」の質問を行い、市は「11 月19 日、市長から東京電力に対し、

作業員の健康管理の徹底等について申し入れを行った」と答弁し、理解を示しました。

現在、東電福島第一原発には4,260人が働いて:いるといわれています。廃炉の実現のために原発労働者の賃金引

き上げや健康管理の徹底が求められています。　相談は「フクシマ原発労働者相談センター」へ。 S0246-27- ４181
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